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歓迎のごあいさつ
特例社団法人日本精神科看護技術協会

会　長　　末安　民生

　風薫る５月、東京都港区において全国より多くの会員の皆さまをお迎えし、第35回日本精神科看護学会を開
催されますことは、この上ない喜びであります。
　医療界全体が大きく変化し、精神科医療を取り巻く環境もまためまぐるしく動いています。自殺者の増加な
ど精神科領域への社会的ニーズはますます高まり、多様化し続けています。精神保健医療福祉の流れをよりよ
い方向に進め、質の高い看護を提供することが求められています。
　高まる社会の期待に応える精神科看護の専門職能団体として、本年度は学会主題を「精神科看護の未来を拓
く」といたしました。会員の皆さまとともに研鑽し、実践能力の向上をめざしてまいりたいと考えております。
本学会が、充実した学びの場になることができれば幸いです。多くの皆さまのご参加を、心よりお待ち申し上
げております。
　最後になりましたが、本学会の開催にあたり、ご支援ご協力を賜りました関係各位に感謝いたしますととも
に、皆さまのご発展をお祈りし、ご挨拶といたします。

歓迎のごあいさつ
日本精神科看護技術協会東京都支部

支部長　宮崎　弘光

　日本精神科看護技術協会が専門職能団体として法人化され今年３５年目を迎えます。第３５回日本精神科看
護学会を東京で開催できることを支部会員一同心より歓迎いたします。
　さて、平成１６年に示された精神保健医療福祉の改革ビジョンが昨年中間点を迎えました。「入院医療中心
から地域医療中心へ」という基本理念に向けて、障害者自立支援法や地域生活への移行支援、さらに急性期医
療の評価など診療報酬改定によって具体的な施策が示され展開されてきました。しかし、問題点や課題も多く
残されました。「今後の精神保健医療福祉のあり方検討会」で後期５年間の施策が検討され、基本理念の推進
と質の高い医療と福祉サービスの充実に向けた改革を更に進めるとされましたが、精神障がい者が地域で安心
して自立した生活を維持できる改革になればと願うものです。
　この様な精神科医療を取り巻く環境の中で、日本精神科看護技術協会の果たす役割の大きさを痛感します。
特に公益法人として認定されることは、精神科看護が社会の中で認知され評価を得ることです。今後の精神科
医療・看護の発展を左右する重要な課題だと認識しています。精神科医療に携わる看護師一人ひとりがその重
要性を理解し協会の方針を支援していく義務と責任を担っており、その実現に向けて行動することが重要です。
東京大会が日本精神科看護技術協会会員の結束と団結を強め希望ある未来に向かって歩めるような大会になる
ことを願っています。
　東京都は政治・経済の中心的な位置にあります。東京といえば、東京タワー、羽田空港、銀座・原宿・渋谷
など連想しますが、東京都のシンボルマークをご紹介したいと思います。

　東京都シンボルマーク選考委員会が候補作品２０点の中から選んだもので平成６年に制定
されました。このシンボルマークは、東京都の頭文字「T」を中央に秘め、三つの同じ弧で
構成したものであり、色彩は鮮やかな緑を基本とするものです。これらは東京都の躍動、繁
栄、潤い、安らぎを表現したものです。
　このシンボルマークのように、第３５回日本精神科看護学会が躍動した心の潤いと安らぎ

のある大会になるよう願うものです。
　最後に日本精神科看護技術協会の発展と繁栄を祈念し歓迎の挨拶といたします。
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第３５回日本精神看護学会主旨

精神科看護の未来を拓く
―ケア対象者の変化と看護活動の地域への展開―

　精神保健医療福祉体系の再編がすすみ、精神科救急体制の整備、病床の機能分化、長期入院患
者の地域移行支援、訪問看護の拡大など、入院から退院までの一連のシステムが確立されつつあ
る。これらシステムの整備によって、入院医療では急性期ケアが焦点となり、さらに地域医療に
おいても、入院中から退院調整を含めた地域移行支援が期待されている。
　一方、退院困難な長期入院患者の存在や、人口の高齢化に伴う認知症患者の入院の増加、入院
患者の高齢化による身体合併症の併発等の問題は、医療現場で働く看護者を混乱させ、臨床にお
ける看護ケアは以前より複雑さを増している。多様な対象者には従来の看護モデルでは対応しき
れず、個々の看護者が担う業務も多様化し、マンパワーの分散を招いている。そのため、看護者
のケアの困難さの主観的認識は、以前よりも大きくなっている。このような激しい変化の中にあ
って、われわれは現状を一旦整理する必要がある。
　精神科領域で働く看護者には、ケア対象者の変化に対応し、入院の長期化を回避し、入院早期
からの退院を視野に入れた患者の地域移行支援や、統合失調症患者への標準的な看護モデルだけ
では対応しきれない認知症などのケア対象者にも対応できる専門的知識、アセスメント能力、介
入の技術が求められている。また、何より強く求められるのは、現状を認識し、知識や技術の習
得を含めてチームとも協働しながら積極的に行動していく力であろう。
　患者にとって効果的な急性期医療と地域移行支援は、十分なマンパワーの配置のもとに、個別
性と地域ケアへの継続性をもってすすめられる必要がある。そのためには、病棟におけるマンパ
ワーの確保とともに、外来看護、訪問看護、保健師等行政との連携、福祉サービスとの協働など
を模索し、時代のニーズに応える看護を提供することが求められる。
　今ここで精神科看護の現状を整理し、私たちが大切にしてきたこと、そして未来にわたって大
切にしたいこと、すなわち精神科看護の原点を再度確認し、更に未来に向かって展望を開くこと
が出来るよう、皆様とともに考えたい。
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お申込み方法
１、申込受付期間　平成２２年３月１日（月）～４月１６日（金）
２、学会参加費　　特例社団法人　日本精神科看護技術協会
　　　　　　　　　会　員１６,０００円
　　　　　　　　　非会員２４,０００円
　　　　　　　　　＊　大会期間中の参加費は同一です。１日参加のお申込み及び金額の設定はいたしておりません。
　　　　　　　　　＊　大会開催の５月２８日（金）以降の取消の場合、参加費は返却いたしませんので御了承下さい。
　　　　　　　　　＊　事前参加申込を原則とさせていただきますが、当日受付も可能です。
３、申込方法　　　大会参加を希望される方は、大会ホームページから直接お申込みになられるか、別紙の参加申込

書に必要事項を記入しＦＡＸまたは郵送にてお申込みください。
４、事務の流れ

①大会ホームページ、②ＦＡＸ、③郵送の３通りの申込方法があります。
　　　　　　　　　　※お電話での申込は一切受付けておりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【締切日　平成２２年４月１６日（金）】

　【旅行取扱】　　　　「第３５回日本精神科看護学会東京大会」
トップツアー㈱新宿支店

観光庁長官登録旅行業第38号（社）日本旅行業協会正会員　ボンド保証会員
　　〒160-0023　東京都新宿区西新宿１丁目20番２号　ホウライビル４階
　　電話０３－３３４０－０６２１　ＦＡＸ０３－３３４０－０６２８

担当：清野・鈴木・青木　メールアドレス：2010tyo@toptour.co.jp
統合旅行業業務取扱管理者：磯　康彦
営業時間：月～金　９：３０～１８：３０　休業日：土・日・祝日

申込み締切り後、大会参加章（名札）、宿泊・お弁当などの予約確認書、請求書を送付します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発送予定５月初旬から）

到着次第、請求金額の振込みをお願いいたします。

５、締切日　　　　大会・懇親会・宿泊・お弁当などのお申込み：平成２２年４月１６日（金）
　　　　　　　　　費用お支払い（お振込み）：平成２２年５月２０日（木）
　　　　　　　　　＊学会当日のお支払いは受付致しません。必ず締切日までにお支払い下さい。
６、お知らせとお願い：
　　　（１）　日本精神科看護技術協会のホームページ（http://www.jpna.or.jp/index.html）内
　　　　　　「全国大会」の「参加登録」からお申込専用サイトにアクセスしてお申込が出来ます。
　　　（２）　ＦＡＸ又は郵送の場合は申込書の着信確認お願い致します。（郵送の場合、発送後３日後。ＦＡＸの場合は、

発信当日）弊社までお電話ください。また、メールアドレスにご確認の送信をいただければ確認のメー
ルを返信いたします。（出来るだけメールでご確認くださるようお願い致します。）

　　　（３）　申込み締切り後、大会参加章、宿泊確認書、お弁当引換券、プログラム集等を送付させていただきます。
各書面は紛失することなく当日ご持参ください。（再発行はいたしません。）

　　　　　　学会誌は当日お渡しいたします。
　　　（４）　領収書が必要な方は、大会当日弊社係員にお申し付けください。
　　　　　　※尚、領収書は大会終了後郵送となる場合がございますので予めご了承下さい。
　　　（５）　申込締切日間近は申し込み件数が多くなるため、書類の発送に日数を要しますので、出来るだけ早めに

申込みくださいますようお願い申し上げます。

★　宿泊はトップツアー㈱新宿支店が受付ける国内手配旅行になります。
★　懇親会、弁当の申込受付は旅行契約には該当いたしません。

Ⅱ．東京大会参加のご案内
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１、参加章（名札）を事前にお送りしますので、大会当日必ずご持参ください。非会員の方は学会のみ参加となり
ます。

２、受付時間
日　　時 開　催　場　所 受　付　時　間

５月２８日 慶應義塾大学三田キャンパス　北館 １２時００分から
５月２９日 慶應義塾大学三田キャンパス　西校舎 ０９時００分から

　　参加者は参加章（名札）を掲示し、資料袋をお受け取りください。
３、当日参加の方で会員証のない場合は、非会員として取り扱いますのでご承知おきください。
４、大会当日にお渡しする資料袋の中のネームケースに参加章（名札）を入れて着用してください。
　　当日参加者は各自ネームカードに支部名・施設名・氏名を記入し、着用ください。
５、参加章は期間中有効です。館内入場は、参加章の着用で自由にできますが、必ず係員に見えるよう着用ねがい

ます。
６、会場及びその周辺でビラ等の配布はご遠慮ください。
７、会場へは公共交通機関（ＪＲ・地下鉄・バス・タクシー）をご利用ください。駐車場はございませんので予め

ご了承ください。
８、個人情報の取扱い
　　日本精神科看護技術協会及びトップツアーは、大会及び宿泊のお申込みにあたってお預かりするお客様の個人

情報につきまして、大会への参加登録、参加者名簿作成、お客様との連絡、お申込み頂いた宿泊の手配と当該
サービスの提供のために利用させていただきます。

※主要駅よりの田町駅までのJR線利用の所要時間　　　　　　　　　　　　　　　　JR山手線・京浜東北線（約10分）
　①東京駅より田町駅まで約１０分（JR山手線又は京浜東北線利用）
　②渋谷駅より田町駅まで約１５分（JR山手線）　　　　　　　　　　　　　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　③新宿駅より田町駅まで約２２分（JR山手線）
　④品川駅より田町駅まで約３分　　（JR山手線又は京浜東北線利用）
　⑤上野駅より田町駅まで約１８分（JR山手線又は京浜東北線利用）　　　　　　　　京浜急行　　　　　　JR山手線
　⑥浜松町より田町駅まで約３分　　（JR山手線又は京浜東北線利用）　　　　　　＋＋＋＋＋＋＋　　　＋＋＋＋＋＋＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京浜東北線
※羽田空港より京浜急行にて品川駅でJR乗り換え１駅先の田町駅で下車（約３０分）
※東京駅よりJR山手線・京浜東北線にて４駅先の田町駅で下車（約１０分）
※慶應義塾大学三田校舎へはJR田町駅下車徒歩８分
　都営地下鉄浅草線・三田線三田駅下車徒歩７分、都営地下鉄大江戸線赤羽橋駅下車徒歩８分

東
京
駅

羽
田

品
川

田
町
駅

有
楽
町

新

　橋

浜
松
町

田
町
駅

Ⅲ．東京大会へ参加される皆様へ

【会場の慶應義塾大学三田キャンパスへのアクセス】
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　　◎宿泊日　　　平成２２年５月２８日（金）・２９日（土）・３０日（日）
　　◎宿泊料金　　お一人様１泊朝食付（税金・サービス料金込み）

①　安心してお泊りいただける大会会場周辺のホテルを厳選いたしました。
②　宿泊料金は、１泊朝食付、税金・サービス料金込みの料金です。
③　Ｓシングル＝１室１名利用のお一人様当りの料金です。
④　Ｔツイン＝１室２名利用のお一人様当りの料金です。
⑤　Ｄダブル＝１室１名利用・２名利用のお一人様当りの料金です。
⑥　お申込の際、第一希望の申込番号と部屋タイプを選んでご記入ください。また、第二希望もご記入くだ

さい。
⑦　ホテルの部屋数に限りがありませので、希望ホテルが満室になった場合は、原則、同ランクのホテルに

てご回答致します。
⑧　お申込順の割り当ていたしますので、お早めにお申込ください。
⑨　ホテルは１泊朝食付です。
⑩　大会ホームページからのお申込みの場合は予約の可否が申込みと同時に確認出来ます。

航空便＋ホテルの企画商品の取り扱いをしております。詳しくはお問合せください。
JALマイスティの場合　AIR＋HOTEL　基本プラン　５月下旬発＜＊参考料金昨年同時期の料金＞

福 岡 空 港 発 着東京１泊１名利用で38, 800円より
伊丹・関西空港発着東京１泊１名利用で27, 300円より
札 幌 空 港 発 着東京１泊１名利用で42, 300円より

　３月以降本年度の商品・料金が発表されます。
　お申込みご希望の場合は申込書の備考欄に出発空港、希望日時、宿泊地区、宿泊月日、部屋タイプ（シン
グル、ツインなど）をご記入ください。設定プランをご紹介します。ご確認後手配させていただきます。

Ⅳ、ご宿泊のご案内

申込記号 ホテル名 部屋タイプ 宿泊料金 立　地　場　所

１－Ｓ セレスティンホテル シングル 12, 000円 会場まで約600ｍ（約７分）。地下鉄三田駅徒歩３
分、JR田町駅（三田口*西口）徒歩７分。

２－Ｓ
２－Ｔ

東京グランドホテル シングル
ツイン

10, 500円
8, 400円

会場まで約800ｍ。JR浜松町駅徒歩10分。
都営地下鉄三田線芝公園駅Ａ１出口徒歩３分。

３－Ｓ
３－Ｄ

ヴィラフォンテーヌ
東京三田

１名利用
２名利用

8, 500円
4, 900円

会場まで約700ｍ（約８分）。JR田町駅徒歩６分。
ダブルベッドは幅160cm。２名利用可。

４－Ｓ
４－Ｔ

ホテルＪＡＬシティ
田町

シングル
ツイン

12, 000円
9, 000円

JR田町駅芝浦口（東口）徒歩５分。都営地下鉄三田
線/浅草線の三田駅徒歩10分。会場徒歩圏内

５－Ｓ トレストイン田町 シングル 8, 500円 JR田町駅より徒歩４分、都営浅草線三田駅Ａ４出
口より徒歩７分。会場へも徒歩圏内。

６－Ｓ
６－Ｄ

ヴィラフォンテーヌ
浜松町

１名利用
２名利用

7, 980円
4, 600円

JR線・東京モノレール「浜松町駅」より徒歩６分。
ダブルベッド幅140cm。

７－Ｓ チサンホテル浜松町 シングル 9, 450円 JR・東京モノレール　浜松町駅へ徒歩８分。会場
まで約１km。徒歩圏内。

８－Ｓ
８－Ｔ

ヴィラフォンテーヌ
汐留

シングル
ツイン

10, 000円
7, 800円

新橋駅より徒歩６分。

９－Ｓ ホテルグレイスリー
田町

シングル 11, 550円 ＪＲ田町駅より徒歩４分。
会場まで約900ｍ。徒歩圏内。

１０－Ｓ
１０－Ｔ

品川プリンスホテル シングル
ツイン

10, 605円
9, 450円

ＪＲ品川駅前に位置しております。シングルはイ
ーストタワー。ツインはメインタワー。

１１－Ｓ
１１－Ｔ

八重洲富士屋ホテル シングル
ツイン

16, 165円
13, 540円

ＪＲ東京駅より徒歩５分。田町駅へは東京駅から
４駅乗車時間９分です。

企画商品のお問合せについて（JAL・ANA航空便＋宿泊パッケージ）の手配も受付致します。
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◎日　時　平成２２年５月２８日（金）１７時３０分より
◎会　場　慶應義塾大学三田キャンパス　西校舎 生協食堂
◎会　費　３,０００円
◎お申し込みは大会参加と同時にお申込みください。
◎締切日　会場収容人員の都合上、定員になり次第締め切らさせていただきます。
　　　　　尚、当日の受付はいたしませんので、予めご了承下さい。
◎取　消　前日５月２０日（木）１７時以降の取消しは返金いたしませんのでご了承ください。

◎予約日　平成２２年５月２９日（土）・３０日（日）　
◎料　金　１,０００円（一食に付き・お茶・税金含む）

※慶応義塾大学三田キャンパス内の生協などのレストランは開かれませんのでご注意ください。
◎弁当の引渡しは衛生管理上、１１時４５分～１３時１５分までとし、それ以降の弁当の引換えはできません。
◎弁当のお申込につきましては、旅行契約の適用外となります。

学会ご参加の皆様の利便を考え、大会会場内に東京物産展コーナーを設置し、展示・販売を致します。また、宅
配のご準備もいたします（有料）。
尚、観光案内用にツアーデスクを設け、観光のお手伝いも致します。

５月２９日・３０日（９時～１８時）は会場に託児所を設置致します。ご希望の方は利用日、お子様の氏名、年齢、
人員、利用時間を申込書にご記入のうえお申込みください。ご利用料は１時間５００円で、０才（３ヶ月）～１
２才までのお子さまをお預かりします。
当日のご利用お申込みは受け付けませんので、必ず事前にお申込みください。

取消・変更については、原本を訂正（見え消し）し、トップツアー㈱新宿支店までＦＡＸにてお申し出ください。
※電話での取消・変更は一切受付いたしません。
※取消・変更の書面をＦＡＸ後、必ず送信者の方が着信確認の電話を入れてください。
※申込者の都合で予約を取消される場合は、各ホテル規定の取消料をいただきます。
※取消料の対象は申込者の都合による氏名、宿泊日、弁当の取消に限ります。
※取消・変更に伴う事務手数料は、実費を別途いただきます。
※返金時の銀行振込みに伴う手数料は返金額より差引かせていただきます。

各項目の取消料は下記のとおりです。
※取消日とは、お客様が弊社の営業日・営業時間内にお申し出いただいた日といたします。
①　宿泊　（国内手配旅行契約）

各ホテルの規定に基づく取消料をいただきます。取消料は概ね７日前よりかかりますが、ホテルにより異な
ります。詳細はお問合せください。

②　弁当
お申し出日 取消料
ご利用日の前日 弁当代金の５０％
ご利用日の当日 弁当代金の１００％

Ⅴ．懇親会について

Ⅵ．昼食（弁当）について

Ⅶ．東京の観光案内及び物産のご紹介

Ⅶ．託児所案内

Ⅷ．取消・変更について


